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一
八
八
〇
年
代
教
育
史
研
究
会
は
、
当
初
、
森
有
礼
文
政
の
研
究
を
目
的

と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
九
月
の
準
備
会
を
経
て
二
〇
〇
二
年
二
月
に
正
式
発

足
し
た
。
研
究
会
を
呼
び
か
け
た
故
中
野
実
の
構
想
は
、
森
有
礼
文
政
の
評

価
を
、
先
行
研
究
の
よ
う
に
森
有
礼
の
教
育
思
想
な
い
し
教
育
政
策
構
想
と

し
て
で
は
な
く
、
一
八
八
〇
年
代
全
体
の
教
育
政
策
の
展
開
史
、
お
よ
び
そ

の
展
開
を
大
き
な
要
因
と
す
る
中
央
―
地
域
を
貫
く
地
殻
変
動
の
中
に
位

置
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
先
行
研
究
が
、
史
料
的
に
限

界
に
挑
み
な
が
ら
新
た
な
史
料
発
見
を
成
し
得
て
い
な
い
現
状
を
直
視
し
、

ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
角
を
変
え
る
こ
と
で
状
況
打
開
を
模
索
し
た
。 

 

中
野
が
構
想
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
組
織
す
る
研
究
会
を
、
狭
い
意
味
で

の
教
育
史
研
究
の
専
門
家
で
は
な
く
政
治
史
・
経
済
史
な
ど
そ
の
門
戸
を
大

き
く
隣
接
諸
領
域
の
若
手
研
究
者
に
広
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
全
国
各
地
の

大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
設
立
支
援
に
奔
走
し
て
い
た
中
野
な
ら
で
は
の
人
脈

を
活
か
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
研
究
会
を
民
主
的

に
運
営
し
徹
底
的
に
議
論
し
研
究
会
会
員
の
叡
知
を
結
集
す
る
こ
と
、
史
料

的
な
限
界
が
予
想
さ
れ
る
研
究
分
野
は
新
た
な
視
点
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め

ら
れ
る
だ
け
に
、
こ
の
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
。
死
去
の

一
カ
月
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
中
野
は
「
全
員
が
発
表
す
る
例
会
」
「
独
り

言
を
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
発
行
」
を
研
究
会
に
遺
言
の
如

く
残
し
、
そ
し
て
逝
っ
た
。 

 

研
究
会
は
、
中
野
の
遺
言
に
し
た
が
い
研
究
を
着
々
と
蓄
積
し
て
き
た
。

そ
し
て
今
、
我
々
の
研
究
交
流
を
促
進
し
さ
ら
な
る
成
果
を
あ
げ
、
広
く
成

果
を
問
い
た
い
と
考
え
、
『
一
八
八
〇
年
代
教
育
史
研
究
年
報
』
創
刊
号
を

刊
行
し
た
。 

 

二 

 

研
究
会
発
足
後
の
、
我
々
の
研
究
の
足
跡
を
記
し
、
当
面
の
課
題
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。 

 

第
一
に
、
先
行
研
究
が
描
く
通
史
の
批
判
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
八
七
二
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年
の
学
制
と
そ
の
後
の
破
綻
、
七
九
年
の
教
育
令
と
翌
年
の
第
二
次
教
育
令

を
「
朝
令
暮
改
」
「
教
育
政
策
の
動
揺
」
と
し
て
捉
え
、
八
六
年
森
文
政
に

よ
っ
て
公
教
育
制
度
が
確
立
し
た
、
と
い
う
土
屋
忠
雄
に
代
表
さ
れ
る
時
期

区
分
へ
の
批
判
で
あ
る
。
大
雑
把
に
い
え
ば
、
八
六
年
の
森
文
政
の
登
場
を

境
に
、
そ
れ
以
前
を
近
代
日
本
公
教
育
制
度
成
立
過
程
・
以
後
を
そ
の
確
立
、

と
捉
え
る
日
本
教
育
史
時
期
区
分
の
通
説
に
対
す
る
疑
問
・
問
題
提
起
で
あ

る
（
ち
な
み
に
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
は
じ
め
各
府
県
教
育
史
も
ほ
ぼ

こ
の
時
期
区
分
で
あ
る
）
。 

 

第
二
に
、
一
八
八
〇
年
代
全
体
を
通
じ
た
教
育
政
策
展
開
史
の
分
析
考
察
、

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
主
と
し
て
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
一
つ
は
初
等
教
育
政

策
の
展
開
で
あ
る
。
八
〇
年
代
初
頭
、
第
二
次
教
育
令
（
八
〇
年
）
と
小
学

校
教
員
心
得
（
八
一
年
）
の
発
令
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ

た
教
育
行
政
の
中
央
集
権
化
（
学
校
設
置
に
関
す
る
地
方
官
の
権
限
強
化
・

文
部
省
の
示
す
基
準
に
従
っ
た
教
則
を
編
成
す
る
権
限
を
地
方
官
に
集
中
、

教
員
お
よ
び
学
務
委
員
の
地
方
官
任
免
制
へ
の
転
換
、
公
教
育
に
お
け
る
私

学
の
抑
圧
な
ど
）
で
あ
る
。
修
身
を
軸
と
し
た
学
校
へ
の
、
い
わ
ゆ
る
囲
い

込
み
が
始
ま
り
日
本
の
教
育
に
占
め
る
学
校
の
役
割
が
決
定
的
と
な
る
端

緒
が
開
か
れ
た
。
も
う
一
つ
は
、
中
等
・
高
等
教
育
な
い
し
は
専
門
教
育
の

発
展
と
統
合
で
あ
る
。
七
〇
年
代
後
半
に
登
場
し
た
東
京
大
学
を
は
じ
め
高

等
教
育
・
専
門
教
育
機
関
が
各
地
に
設
立
さ
れ
、
八
〇
年
代
後
半
に
は
様
々

な
高
等
教
育
・
専
門
教
育
構
想
が
登
場
し
結
果
と
し
て
統
合
さ
れ
、
そ
れ
ら

は
次
第
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
学
校
体
系
の
一
環
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て

九
〇
年
代
に
入
る
と
「
帝
国
大
学
体
制
」
（
中
野
実
）
を
構
築
す
る
ま
で
に

至
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
一
八
八
〇
年
代
全
体
を
通
じ
た
教
育
政
策
展
開
史
は
、
主
と

し
て
前
半
期
に
初
等
教
育
政
策
に
お
い
て
就
学
を
強
制
し
そ
の
教
育
行
政

は
中
央
集
権
的
に
展
開
さ
れ
、
主
と
し
て
後
半
期
に
中
高
等
教
育
・
専
門
教

育
機
関
の
整
理
統
合
と
し
て
、
中
央
―
地
方
を
貫
く
機
軸
と
し
て
展
開
し
、

九
〇
年
代
の
天
皇
制
国
家
体
制
成
立
と
リ
ン
ク
し
て
い
く
。 

 

七
〇
年
代
は
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
も
教
育
政
策
の
方
向
性
に
お
い

て
も
模
索
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
九
〇
年
代
に
大
日
本
帝
国
憲
法
に
よ
り
天

皇
制
国
家
が
成
立
す
る
ま
で
に
至
っ
た
、
そ
の
過
程
と
し
て
八
〇
年
代
を
位

置
付
け
問
い
直
し
、
そ
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
、
こ
れ
が
八
〇
年
代
教
育

史
研
究
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。 

 

三 

 

上
記
二
に
お
い
て
記
し
た
こ
と
を
、
と
り
わ
け
中
等
・
高
等
教
育
の
問
題

で
や
や
具
体
的
に
補
足
し
て
お
き
た
い
。 

 

森
文
政
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
八
六
年
勅
令
第
一
五
号
中
学
校

令
の
特
徴
は
、
①
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
と
実
業
に
就
く
も
の
の
た
め
の

中
学
校
で
あ
る
と
す
る
二
つ
の
教
育
目
標
の
併
置
、
②
中
学
校
を
尋
常
・
高

等
に
分
化
、
③
尋
常
中
学
校
の
地
方
税
支
弁
を
一
県
一
中
学
校
に
限
定
お
よ

び
町
村
立
中
学
校
の
廃
止
、
④
中
学
校
教
育
内
容
に
関
す
る
文
部
大
臣
権
限
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の
強
化
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
ど
れ
も
学
制
以
降
の
中
等
教
育
政
策
、

と
り
わ
け
八
〇
年
第
二
次
教
育
令
お
よ
び
中
学
校
教
則
大
綱
以
降
展
開
さ

れ
た
中
等
教
育
政
策
と
八
四
年
の
中
学
校
通
則
で
示
さ
れ
た
緊
縮
財
政
下

の
中
等
教
育
財
政
政
策
の
、
最
も
特
徴
的
な
部
分
を
集
大
成
し
た
も
の
と
確

認
し
う
る
。
要
す
る
に
、
八
六
年
中
学
校
令
の
要
点
は
、
八
〇
年
代
中
等
教

育
政
策
の
中
に
す
で
に
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
集
大
成
す
る
形
で
発
令
さ
れ
た
。

こ
の
点
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
中
学
校
令
制
定
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
が

必
要
と
な
る
が
、
残
念
な
が
ら
史
料
的
論
証
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

重
要
な
史
料
を
二
点
示
し
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
最
初
は
「
官
報
」
に
公
示
さ
れ
た
「
中
学
校
条
例
制
定
委
員
」
で
あ

る
。
倉
沢
剛
『
教
育
令
の
研
究
』
が
伝
え
る
よ
う
に
、
一
八
八
五
年
の
七
月

か
ら
八
月
に
か
け
て
「
小
学
校
条
例
制
定
委
員
」「
中
学
校
条
例
制
定
委
員
」

「
師
範
学
校
条
例
制
定
委
員
」
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
委
員
会
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
少
な
く
と

も
で
も
直
前
に
迫
っ
た
内
閣
制
度
の
成
立
及
び
憲
法
の
発
布
と
議
会
開
設

に
向
け
、
一
八
八
〇
年
代
に
試
行
錯
誤
の
中
で
構
想
さ
れ
た
教
育
制
度
の
全

面
改
革
が
政
策
的
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。 

 

第
二
は
広
島
県
立
福
山
誠
之
館
編
『
誠
之
館
百
三
十
年
史
上
巻
』
が
伝
え

る
福
山
教
育
義
会
関
係
資
料
の
「
八
五
年
七
月
三
一
日
付
記
録
」
で
あ
る
。 

 

 

文
部
省
ニ
テ
近
々
中
学
条
例
相
廃
シ
、
中
学
校
ハ
一
県
一
中
学
ト
相
成

ベ
ク
内
議
有
之
候
由
聞
込
有 

之
、
左
候
得
ハ
福
山
中
学
ハ
不
遠
廃
セ
ラ

ル
可
キ
ニ
付
、
今
日
ヨ
リ
分
離
シ
テ
維
持
ノ
計
画
ヲ
立
ツ
ル
ニ
若
カ
ス
ト

云
フ
ニ
在
リ 

  

こ
の
史
料
の
重
要
さ
は
、
地
方
税
支
弁
尋
常
中
学
校
が
一
県
一
中
学
校
に

な
る
と
い
う
中
学
校
令
の
骨
格
部
分
（
具
体
的
に
は
第
六
条
）
が
既
に
八
五

年
七
月
段
階
で
策
定
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た

「
中
学
校
条
例
制
定
委
員
」
の
動
き
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
こ
の

史
料
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
段
階
で
は
こ
の
史

料
と
「
中
学
校
条
例
制
定
委
員
会
」
の
活
動
を
繋
げ
る
史
料
は
存
在
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
あ
く
ま
で
も
時
期
が
重
な
る
点
の
み
で
推
測
す
る
し
か
な
い
。

だ
が
、
次
の
点
だ
け
は
重
要
な
仮
説
と
し
て
提
起
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
八
六
年
中
学
校
令
の
最
も
大
き
な
特
徴
を
規
定
す
る

第
六
条
の
骨
子
が
、
発
令
九
ヵ
月
前
に
は
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
、
で
あ

る
。
事
実
、
広
島
県
福
山
地
方
で
は
、
こ
の
情
報
を
確
実
な
る
情
報
と
読
ん

で
い
た
よ
う
で
、
福
山
地
方
は
旧
藩
主
阿
部
正
桓
を
中
心
に
教
育
義
会
を
組

織
し
、
県
立
中
学
校
が
一
県
一
校
に
な
る
と
み
て
対
応
、
八
六
年
一
二
月
に

は
す
で
に
諸
学
校
通
則
第
一
条
の
適
用
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
動
き
は
極
め

て
迅
速
で
あ
る
。 

 
要
点
を
繰
り
返
し
整
理
す
れ
ば
、
地
方
税
支
弁
に
係
る
中
学
校
は
一
県
一

校
と
す
る
、
と
い
う
中
学
校
令
の
骨
子
は
、
発
令
九
カ
月
前
、
森
有
礼
文
相

着
任
四
カ
月
前
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
中
学
校
令
の
歴
史
的
性
格
に
関
す
る
重
要
な
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問
題
を
提
起
し
て
い
る
。 

 
す
な
わ
ち
、
一
八
八
六
年
中
学
校
令
が
従
来
解
釈
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

森
有
礼
初
代
文
部
大
臣
の
発
案
・
主
導
に
な
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
以
前

の
教
育
政
策
の
延
長
上
に
位
置
付
く
も
の
と
し
て
解
釈
し
直
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
中
学
校
令
を
支
え
た
基
本
理
念
は
、
そ
れ
以

前
の
一
八
七
〇
年
代
後
半
以
降
一
八
八
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
政
府
が

展
開
し
た
中
等
教
育
政
策
の
集
約
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
一
八
八
五
年
第
三

次
教
育
令
（
八
五
年
八
月
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
原
案
が
作
成
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
、
だ
と
す
る
な
ら
ば
同
教
育
令
に
象
徴
さ
れ
る
経
費
削
減
策
の
一
環

と
し
て
中
学
校
令
は
位
置
付
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
（
但
し
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
既
に
林
竹
二
が
森
文
政
を
「
経
済
主
義
」
と
規
定
し
て

お
り
、
森
文
政
の
歴
史
的
位
置
付
け
こ
そ
問
題
に
な
る
）
。 

 

こ
れ
ら
の
考
察
を
総
合
す
る
中
で
、
従
来
の
研
究
・
通
説
に
対
し
て
、
根

本
的
な
問
題
提
起
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
八
六
年
の
諸
学

校
令
に
よ
る
教
育
改
革
が
森
有
礼
文
部
大
臣
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
強
力
に

進
め
ら
れ
た
と
い
う
評
価
に
対
し
て
、
少
な
く
と
も
中
等
教
育
改
革
に
関
す

る
限
り
で
い
え
ば
、
八
六
年
改
革
を
そ
れ
以
前
の
改
革
と
の
連
続
性
に
お
い

て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
し
た
が
っ
て
、
八
六
年
中
学
校
令

と
森
有
礼
文
相
の
中
等
教
育
改
革
構
想
と
の
関
係
を
再
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
森
有
礼
文
相
の
中
等
教
育
構
想
と
八
六
年
中
学 

校
令
に
は
一
定
の
距
離
が
あ
り
得
た
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
よ
り
大
き
く

い
え
ば
、
森
文
政
期
の
諸
学
校
令
に
よ
り
実
現
し
た
諸
制
度
と
森
有
礼
文
相

の
教
育
思
想
・
構
想
と
の
関
係
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

要
す
る
に
、
森
有
礼
文
相
の
教
育
思
想
・
構
想
と
八
六
年
諸
学
校
令
と
の

関
係
、
さ
ら
に
実
現
し
た
公
教
育
制
度
と
の
関
係
と
い
う
、
微
妙
に
重
な
り

つ
つ
腑
分
け
さ
れ
う
る
課
題
を
厳
密
に
検
討
す
る
課
題
が
重
要
と
な
る
の

で
あ
る
（
拙
稿
「
山
口
高
等
中
学
校
の
性
格
と
歴
史
的
役
割
」
『
地
方
教
育

史
研
究
』
第
二
三
号
。
拙
稿
「
第
一
部
解
題
」
（
中
野
実
『
近
代
日
本
大
学

制
度
の
成
立
』
所
収
）
参
照
。 

 

四 

 

研
究
会
は
、
当
面
の
研
究
課
題
を
高
等
中
学
校
研
究
に
集
中
し
て
い
る
。

八
〇
年
代
教
育
史
研
究
に
お
け
る
高
等
中
学
校
研
究
の
意
味
を
ま
と
め
て

お
き
た
い
。 

 

明
治
維
新
以
後
、
国
家
社
会
の
殖
産
興
業
・
富
国
強
兵
を
担
う
エ
リ
ー
ト

の
育
成
は
、
国
家
に
と
っ
て
の
焦
眉
の
課
題
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ト
の
育
成

の
た
め
の
不
可
欠
な
要
件
は
、
門
閥
（
し
た
が
っ
て
士
族
層
）
で
は
な
く
、

語
学
と
実
学
を
教
育
内
容
と
し
て
修
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ワ
イ
ド
で
の
人
材
吸
収
・
育
成
が
制
度
的
に
も
必
要
と
さ
れ

た
。 

 

七
〇
年
代
前
半
の
廃
藩
置
県
の
断
行
と
文
部
省
の
設
置
、
中
央
省
庁
に
お

け
る
エ
リ
ー
ト
育
成
機
関
の
相
次
ぐ
設
置
は
そ
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
が
、
学
校

体
系
未
成
立
の
中
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ワ
イ
ド
で
の
「
人
材
吸
収
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
」
を
基
盤
に
し
た
エ
リ
ー
ト
育
成
機
能
で
は
な
か
っ
た
。
八
〇
代
に
な
る

と
、
エ
リ
ー
ト
育
成
機
能
が
大
き
く
変
化
す
る
。
小
学
校
が
不
十
分
な
が
ら

も
地
域
に
普
及
し
、
中
学
校
が
「
正
格
化
」
政
策
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
「
人

材
吸
収
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
基
盤
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
代
言

人
・
教
員
・
医
師
な
ど
の
専
門
教
育
機
関
が
各
地
に
設
立
さ
れ
た
。 

 

他
方
中
央
で
は
エ
リ
ー
ト
養
成
機
関
の
文
部
省
移
管
や
東
京
大
学
と
の

合
併
な
ど
、
一
元
化
の
方
向
性
が
強
ま
っ
て
い
く
。
同
時
に
「
人
材
吸
収
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
す
る
諸
条
件
が
八
〇
年
代
に
成
立
す
る
。
松
方
デ
フ

レ
に
お
い
て
地
方
財
政
は
逼
迫
し
、
「
官
立
」
な
い
し
「
府
県
立
」
学
校
卒

業
者
に
対
し
て
社
会
的
優
遇
諸
措
置
が
実
現
し
て
い
く
。
厳
し
い
財
政
状
況

下
各
府
県
は
、
中
学
校
や
師
範
学
校
の
統
廃
合
や
財
政
重
点
投
資
、
医
学
校

な
ど
の
専
門
教
育
機
関
の
「
府
県
連
合
」
を
構
想
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
八

〇
年
代
の
流
れ
の
中
、
森
有
礼
文
相
期
の
八
六
年
に
、
「
国
家
ノ
須
要
」
に

応
じ
た
学
問
を
教
授
し
エ
リ
ー
ト
育
成
を
独
占
す
る
帝
国
大
学
と
、
普
通
教

育
と
専
門
教
育
の
二
つ
の
性
格
を
合
わ
せ
も
つ
高
等
中
学
校
が
登
場
し
た
。 

 

高
等
中
学
校
は
八
六
年
四
月
の
勅
令
第
一
五
号
中
学
校
令
で
規
定
さ
れ

て
登
場
し
た
。
高
等
中
学
校
は
設
置
区
域
が
指
定
さ
れ
、
第
一
高
等
中
学
校

が
東
京
、
以
下
仙
台
、
大
阪
（
直
ぐ
に
京
都
へ
）
、
金
沢
、
熊
本
に
設
置
さ

れ
た
。
さ
ら
に
諸
学
校
通
則
に
基
づ
く
山
口
高
等
中
学
校
と
鹿
児
島
高
等
中

学
造
士
館
の
、計
七
校
が
設
置
さ
れ
た
。
高
等
中
学
校
は
ま
た
専
門
「
学
部
」

を
設
置
し
た
。
高
等
中
学
校
の
教
育
機
能
は
帝
国
大
学
へ
の
進
学
準
備
機
関

で
あ
る
と
同
時
に
専
門
教
育
機
関
で
も
あ
っ
た
。 

 

高
等
中
学
校
は
、
上
記
の
よ
う
に
非
常
に
複
雑
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
は
、
高
等
中
学
校
に
対
す

る
政
策
・
制
度
構
想
史
的
位
置
付
け
及
び
各
学
校
別
の
実
証
的
分
析
を
欠
如

さ
せ
た
ま
ま
帝
国
大
学
の
進
学
準
備
機
関
と
し
て
の
性
格
の
み
を
指
摘
（
内

田
糺
『
明
治
期
学
制
改
革
の
研
究
』
、
筧
田
知
義
『
旧
制
高
等
学
校
教
育
の

研
究
』
な
ど
）
し
て
お
り
、
こ
れ
が
今
日
ま
で
通
説
と
な
っ
て
い
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
従
来
の
先
行
研
究
に
お
け
る
高
等
中
学
校
の
評
価
は
、
い
ず

れ
も
高
等
中
学
校
成
立
後
の
同
校
の
社
会
的
機
能
か
ら
考
察
し
た
評
価
で

あ
っ
て
、
高
等
中
学
校
が
構
想
さ
れ
た
経
緯
・
成
立
過
程
・
学
校
が
当
該
地

域
に
設
立
さ
れ
た
経
過
・
そ
こ
で
の
教
育
内
容
・
人
材
配
分
機
能
な
ど
実
証

的
な
考
察
を
経
た
研
究
と
は
い
え
な
い
。
我
々
の
研
究
を
対
置
さ
せ
る
た
め

に
は
八
〇
年
代
の
中
央
―
地
方
に
お
け
る
専
門
・
高
等
教
育
機
関
の
発
展
・

整
理
・
統
廃
合
の
研
究
視
点
が
必
要
で
あ
り
こ
こ
に
高
等
中
学
校
研
究
捉
え

直
し
の
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 
 

 

以
上
、
本
稿
で
は
「
一
八
八
〇
年
代
教
育
史
研
究
会
」
が
発
足
以
降
追
求

し
て
き
た
研
究
課
題
・
対
象
を
や
や
詳
し
く
ま
と
め
、
当
面
の
高
等
中
学
校

研
究
の
目
的
を
整
理
し
た
。
こ
こ
で
述
べ
た
研
究
課
題
を
大
き
く
進
展
さ
せ

る
べ
く
、
研
究
会
の
総
力
を
挙
げ
て
本
『
研
究
年
報
』
を
こ
こ
に
刊
行
し
た
。

研
究
発
展
の
た
め
に
読
者
諸
氏
の
御
批
判
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
八
八
〇
年
代
教
育
史
研
究
会 

代
表
） 

 


